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平成３０年１月１０日 
 

国見町「大木戸地区まるごと博物館」 
成果報告会・現地見学会について 

 

福島大学行政政策学類「博物館実習（古文書選択）」では、国見町と連携し、

2015 年度の貝田地区、2016 年度の小坂地区に引き続き、「あつかし歴史館」の

ある大木戸地区を対象に、郷土史の豊かな成果に学びながら、地域に所在する

資料の保全や住民への聞き取り調査を通じて、地域の歴史・文化の再発見を進

める活動を続けてきました。その成果を「大木戸地区まるごと博物館」と題し

て学生・院生が報告し、あわせて現地見学会を開催します。 

 

日時 2018 年 1 月 28 日（日） 10 時 00 分～15 時（予定） 

 

場所 大木戸ふれあいセンター（国見町大木戸字新田原３） 
 

日程 9:30  受付開始 

   10:00 開会の挨拶・趣旨説明（福島大学行政政策学類 阿部浩一） 

   10:10 成果報告会（１班 25 分、順不同） 

       「大木戸地区の歴史」（仮） 

       「大木戸区有文書の紹介」（仮） 

       「古写真にみる大木戸地区」（仮） 

       「大木戸地区の寺社と信仰」（仮） 

   12:00～13:00 昼食・休憩 

   13:00 現地見学会 

あつかし歴史館に集合、約 2時間を予定 

   15:00 あつかし歴史館にて解散 

 

主催 福島大学行政政策学類阿部浩一研究室・国見町 

 

その他 ２月１日より、国見町文化財センター「あつかし歴史館」にて成果の

展示会を実施。会期は３月３１日まで。詳細・問い合わせは国見町ま

ちづくり交流課歴史まちづくり推進室 024-585-2967。 

 
 
 

（お問い合わせ先） 
行政政策学類教授 阿部 浩一 
電話：024-548-8318 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：abe@ads.fukushima-u.ac.jp 



開催趣旨 
 
 国見町と福島大学行政政策学類は、東日本大震災を契機として 2012年以降、地域に眠るさまざ
まな歴史・文化遺産の保全の呼びかけと記録・調査活動を、地域住民のご理解・ご協力を得ながら

推進してまいりました。 
 その成果を地域と共有する一環として、地域全体を博物館に見立て、多様な資料を現地で保全

し、住民が学芸員の役割をはたすという「エコミュージアム」の理念と手法に学び、2015年に国
見町が国から認定された「歴史的風致維持向上計画」の対象のひとつである旧宿場町の貝田地区を

フィールドに「貝田宿まるごと博物館」「貝田宿まるっと見学ツアー」を実施し、地区内外から多

くの参加者を得ることができました。2016年度は、貝田地区と同じ町内の旧宿場町であり、古く
から羽州街道の交通の要衝であった小坂地区を対象に同企画を実施し、その成果はいずれも「福島

大学生の案内する散策MAP」にまとめました。 
 2017年度は「あつかし歴史館」（旧大木戸小学校）のある大木戸地区をフィールドに、学芸員資
格取得をめざして行政政策学類「博物館実習」を履修する学生・院生を中心として、下記の要領で

「大木戸地区まるごと博物館」「大木戸地区まるっと見学ツアー」を開催いたします。ご多忙のと

ころ恐縮ですが、ぜひ多くの皆様にご参加いただきますよう、よろしくお願いいたします。 
 

記 
 開催日時 2018年 1月 28日（日） 10：00～15：00（予定） 
       10：00～10：10 主催者あいさつ（国見町、福島大学） 
       10：10～11：00 グループ報告①・② 
       11：00～11：10 小休憩 
       11：10～12：00 グループ報告③・④ 
       12：00～13：00 休憩 
       13：00～15：00 展示解説・大木戸地区まるっと見学ツアー 
 
 開催場所 大木戸ふれあいセンター（国見町大木戸字新田原３） 

 
 主催 国見町、福島大学行政政策学類阿部浩一研究室 
 
 後援（予定） 国見町郷土史研究会、ふくしま歴史資料保存ネットワーク、 

福島民報社、福島民友新聞社 
 

 協力 大木戸地区町内会、大木戸区会、安養寺 
 
 諸注意  駐車場はご用意しておりますが、限りがありますので、できるだけ乗り合いでお越し

ください。 
      近隣に飲食店・コンビニ等はございませんので、昼食等は事前にご手配ください。 
      天候によっては見学ツアーの内容を変更する場合もございます。予めご承知おきく

ださい。外を歩きますので、暖かいお召し物でお越しください。 
 

お問い合わせ： 国見町まちづくり交流課歴史まちづくり推進室 
担当 大栗行貴 電話 024－585－2967 

福島大学行政政策学類 阿部浩一 abe@ads.fukushima-u.ac.jp     



１０：００ 大木戸地区まるごと博物館報告会
（９：３０開場）
福島大学行政政策学類「博物館実習(古文書選択)」受講生による発表。

テーマ１「大木戸地区の史跡と歴史」（仮）
テーマ２「大木戸区有文書の紹介」（仮）
テーマ３「古写真にみる大木戸地区」（仮）
テーマ４「大木戸地区の寺社と信仰」（仮）
（１２：００～13：00 昼食休憩）

１３：００ 大木戸まるっと見学ツアー（出発）
福島大学生が大木戸地区の魅力をご案内します。15：00終了予定。

■主催 福島大学行政政策学類阿部浩一研究室・ 国見町 ■協力 大木戸地区町内会、大木戸区会、安養寺
■後援 国見町郷土史研究会、ふくしま歴史資料保存ネットワーク、福島民報社、福島民友新聞社

【申し込み不要・参加費無料】
国見町まちづくり交流課歴史まちづくり推進室

☎024-585-2967

会場 大木戸ふれあいセンター
（福島県伊達郡国見町大字大木戸字新田原３）

※会場に近接する飲食店等は無いため、昼食等の準
備は各自でお願いいたします。
※駐車場の台数は限りがありますので、乗り合わせてご
来場ください。

平成３０年１月２８日(日) 大字大木戸の地域に残る、史跡・古文書・古い写
真・寺社などを中心とする多様な信仰について、１
年をかけてフィールドワークした学生達の成果を報
告いたします。是非ご参加ください。

①弘法さまのおまつり（昭和45年頃）、②稲刈り作業と子ども達、③旧奥州街道国見峠長坂跡の筆塚を調査する福大生、④阿津賀志山、⑤
大木戸村役場前にて大木戸農協職員（昭和28年頃）、⑥・⑦聞き取り調査を行う福大生

① ②

③ ④

⑤

⑥ ⑦

【あつかし歴史館で成果を展示！】
当日の発表内容を、特設展示いたします。会
期は2月1日～3月31日※休館日を除く。
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